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総合評価落札方式に係る技術資料の作成要領 

 

工事名：スケートボード等専用施設管理棟ほか１棟新築本体工事  

１．様式の記入要領 

評 価 項 目 様 式 記 入 要 領 ・ 添 付 資 料 

① 

企 
 

業 
 

の 
 

施 
 

工 
 

能 
 

力 

ア 過去１０年間（年

度）における同種工

事の施工実績の状況 

様式１ ① 建築一式工事のうち、平成２８年４月１日～令和８年３月

３１日までの１０年間に完成した請負金額（JV の場合は全

体金額）９千万円以上の元請工事完成実績について記入する

こと。なお、複数の実績がある場合は、直近の２件について

記入すること。 

② 施工方式は、単独施工の場合は「単独」、共同企業体施工 

の場合は「JV」と記入すること。 

③ 出資比率は、共同企業体施工の場合は、出資比率(％)を 

記入すること。 

④ 代表者等は、共同企業体施工の場合において、代表者の場

合は「代表」、構成員の場合は「構成員」と記入すること。 

⑤ CORINS の「登録内容確認書」又は「竣工時工事カルテ 

受領書及び工事カルテ」の写し、若しくは、発注機関から 

の施工証明等、工事実績が確実に確認できる書類を添付する 

こと。 

 

イ 本市が発注した建

築一式工事における

過去１０年間(年度)

に完成した工事の成

績評定点と別表２の

年度別評定平均点と

の差の工事１件当た

りの平均値 

様式２ ① 本市（公営企業を除く）が発注した建築一式工事のうち、

平成２８年４月１日から令和８年３月３１日までの期間に完

成した全ての元請工事完成実績について記入すること。 

② 評定点は、工事成績通知書の評定点を記入すること。 

③ 評定平均点は、記載した工事全部の完成年度の年度別平均

点を別表２（公告に有）から記入すること。 

④ 差分は評定点から評定平均点を引いて記入すること。 

⑤ 平均値は、記載した工事全部の差分を足して、記載した工

事件数で割った数値を記入すること。（小数点以下第２位を

四捨五入） 

 

ウ 品質マネジメントシステム

（ISO 9001）の取得

状況 

様式９ 

 

① 本公告日現在における、「ISO9001」の取得状況について 

記入すること。（建築物の施工についての取得に限る。） 

② 取得している場合には、認定登録証の写しを添付するこ

と。登録証だけで適用サービスが確認できない場合は、付属

書も添付すること。 

 

エ 国、県又は本市に

おける過去１０年間

(年度)の企業表彰実

績 

様式３ ① 平成２８年４月１日から令和８年３月３１日までの１０年

間に完成した単独の元請又は共同企業体の構成員として完成

した建築一式工事において、国土交通行政功労表彰、鹿児島

県（土木部・農政部・環境林務部）優良工事等表彰実施要領

又は鹿児島県建設部長等優良工事奨励賞実施要領に基づく優

良工事表彰又は鹿児島市優良工事等表彰の実績について記入

すること。 

 ただし、本公告日までに表彰を受けているものに限る。

（表彰決定通知等含む。） 

 なお、複数の実績がある場合は、直近の２件について記入

すること。 

② 表彰状の写し（申請日までに表彰状を受け取っていない場

合は、表彰決定通知書等の写し）及び当該工事の工種が確認

できる CORINS の「登録内容確認書」又は「竣工時工事カ

ルテ受領書及び工事カルテ」等の書類を添付すること。 
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評 価 項 目 様 式 記 入 要 領 ・ 添 付 資 料 

① 

企 
 

業 
 

の 
 

施 
 

工 
 

能 
 

力 

オ 本市が発注した建

築一式工事における

受注状況 

様式４ ① 本公告の入札参加申込期限の日までにおいて、本市（公営

企業を除く）が発注した建築一式工事で、１．元請工事とし

て当年度受注の有無、２．当年度受注がない場合において、

元請工事として前年度又は前々年度の受注の有無、若しく

は、前年度以前から当年度にかかる継続工事（当年度完了分

も含む）がある場合の有無について該当するものはすべて記

入すること。 

② 当年度受注は、令和８年４月１日以降に開札した工事。 

 （令和８年４月１日以降に開札し、落札決定後、契約未完了

の工事についても当年度受注に含む） 

③ 受注有の場合（共同企業体（代表又は構成員）で受注した

工事も含む）、受注した工事、請負金額（JV の場合は全体金

額）、工期を記入すること。 

④ 当年度受注がない場合において、別表１（公告有）にある

該当するすべての配点を合計する。 

⑤ CORINS の登録確認書等の写しは不要。 

 

 

 

カ 過去１年間の指名

停止等の状況 

様式９ 本公告日の直前１年間（令和７年７月１０日から令和８年７

月９日）に指名停止又は入札参加除外措置を受けた期間がある

場合に記入する。 

（※指名停止等の月数×0.1 を減点する。ただし、１か月に満たな

い場合は１か月とする。） 

 

 

 

② 

配 
 

置 
 

技 
 

術 
 

者 

ア 過去１０年間（年

度）における同種工

事の施工経験の状況 

 

 

様式５ 

  

 

① 同種工事とは、請負金額（JV の場合は全体金額）９千万

億円以上の建築一式工事。 

② 本工事に配置予定の技術者が有する施工経験（監理技術

者、主任技術者、現場代理人に限る。）のうち、平成２８年

４月１日から令和８年３月３１日までの１０年間に完成した

同種工事の実績について記入すること。 

③ 工期には、当該工事の全体の工期を記入し、従事期間に

は、配置予定技術者が実際に従事した期間を記入すること。 

④ 従事役職は、当該工事における配置予定技術者の役職を記

入すること。 

⑤ 施工方式は、単独施工の場合は「単独」、共同企業体施工

の場合は「JV」と記入すること。 

⑥ 出資比率は、共同企業体施工の場合は、出資比率(%)を記

入すること。 

⑦ 代表者等は、共同企業体施工の場合において、代表者の場

合は「代表」、構成員の場合は「構成員」と記入すること。 

⑧ CORINS の「登録内容確認書」又は「竣工時工事カルテ

受領書及び工事カルテ」の写し、若しくは、発注機関からの

施工証明等、工事実績が確実に確認できる書類を添付するこ

と。 

⑨ 全体工期の半分以上従事した工事のみ対象とする。 
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評 価 項 目 様 式 記 入 要 領 ・ 添 付 資 料 

② 

配 
 

置 
 

技 
 

術 
 

者 

イ 本市が発注した建

築一式工事における

過去１０年間(年度)

に完成した工事の成

績評定点と別表２の

年度別評定平均点と

の差の工事１件当た

りの平均値 

様式６ ① 本工事に配置予定の技術者が有する施工経験 

（監理技術者、主任技術者、現場代理人に限る。）のうち、 

本市（公営企業を除く）が発注した建築一式工事で、 

平成２８年４月１日から令和８年３月３１日までの期間 

に完成した全ての元請工事完成実績について記入すること。 

② 従事役職には、当該工事における配置予定技術者の役職 

を記入すること。 

③ 評定点は、工事成績通知書の評定点を記入すること。 

④ 評定平均点は、記載した工事全部の完成年度の年度別 

平均点を別表２（公告に有）から記入すること。 

⑤ 差分は、評定点から評定平均点を引いて記入すること。 

⑥ 平均値は、記載した工事全部の差分を足して、記載した 

工事件数で割った数値を記入すること。（小数点以下第２位

を四捨五入） 

⑦ 施工実績について、当該工事における配置技術者である 

ことが確認できる工程表等の写しを添付すること。 

⑧ 全体工期の半分以上従事した工事のみ対象とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ 国、県又は本市に

おける過去１０年間

（年度）の表彰実績 

様式７ ① 平成２８年４月１日から令和８年３月３１日までの１０年

間に完成した建築一式工事において、国土交通省の各地方整

備局の優秀現場代理人・主任（監理）技術者又は若手優秀技

術者表彰、鹿児島県（土木部・農政部・環境林務部）優良工

事等表彰実施要領に基づく優秀技術者表彰又は鹿児島市優良

工事等表彰の実績について記入すること。 

 ただし、本公告日までに表彰を受けているものに限る。

（表彰決定通知等含む。） 

 なお、複数の実績がある場合は、直近の２件について記入

すること。 

② 表彰を受けた工事の施工時点に所属していた会社が該当す

るものに○を記入すること。 

③ 表彰状の写し（申請日までに表彰状を受け取っていない場

合は、表彰決定通知書等の写し）及び当該工事の工種が確認

できる CORINS の「登録内容確認書」又は「竣工時工事カ

ルテ受領書及び工事カルテ」等の書類を添付すること。 
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評 価 項 目 様 式 記 入 要 領 ・ 添 付 資 料 

② 

配 
 

置 
 

技 
 

術 
 

者 

エ 担い手育成加算

（条件付き加算） 

 様式８ ① 加算を希望する項目のいずれか一つに○を記入すること。

加算を希望する項目については、年齢や性別確認のため、標

準報酬決定通知書等の写しを提出すること。 

② 令和８年４月１日現在の満年齢を記入すること。 

告示別表１の評価基準の満年齢区分は生年月日が次の者とす

る。 

・満４０歳未満：昭和６１年４月３日以降の者 

 ・満４０歳以上４５歳未満： 

昭和５６年４月３日から昭和６１年４月２日までの者 

 ・満４５歳以上：昭和５６年４月２日までの者 

③ 配置予定技術者について、令和３年４月１日から令和８年

３月３１日までにおいて、本市（公営企業を除く）が発注し

た建築一式工事の完成した工事の従事実績（監理技術者、主

任技術者、現場代理人に限る。）、または、国若しくは県から

受けた表彰の実績について記入すること。 

④ 従事実績について、当該工事における配置技術者であるこ

とが確認できる工程表等の写しを添付すること。 

⑤ 表彰実績について、表彰状の写し（申請日までに表彰状を

受け取っていない場合は、表彰決定通知書等の写し）及び当

該工事の受注・施工が確認できる CORINS の「登録内容確

認書」又は「竣工時工事カルテ受領書及び工事カルテ」等の

書類を添付すること。 

 

 

 

オ 過去１年間(年度)

のＣＰＤ単位取得状

況 

様式８ 令和７年４月１日から令和８年３月３１日までに公益社団

法人鹿児島県建築士会の発行する建築士会継続能力開発（Ｃ

ＰＤ）実績証明書の写しを添付すること。 

 

 

 

③ 

地 

域 

貢 

献 

・ 

社 

会 

性 
 

 
ア 大規模災害時にお

ける応急対策業務に

関する協定を締結し

ている団体への加入

状況等 

様式９ ① 大規模災害時における応急対策業務に関する協定を締結し

ている団体への加入状況等について記入すること。 

② 加入している場合は、加入団体名を記入すること。 

③ 加入しており、かつ、前年度又は当年度に、本市又は当該

団体が主催の大規模災害に備えた防災訓練に、加入団体の構

成員として参加した場合には、参加した訓練名を記入するこ

と。 

 

 

 

イ 環境ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｼｽﾃﾑ

（ ISO14001）等の

取得状況 

様式９ ① 本公告日現在における、「ISO14001」等の取得状況につい

て記入すること。（ISO14001 については、建築物の施工に

ついての取得に限る。） 

② 取得している場合には、登録証又は認定証等の写しを添付

すること。登録証だけで適用サービスが確認できない場合

は、付属書も添付すること。 

③ 「ISO14001」を取得している場合は、「エコアクション 

２１」以下の欄は記入不要。 
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評 価 項 目 様 式 記 入 要 領 ・ 添 付 資 料 

③ 

地 

域 

貢 

献 

・ 

社 

会 
性 

 
 

ウ 直前１年間におけ

るボランティア活動

による地域貢献の実

績 

様式９ ①  本公告の日の直前１年間（令和７年７月１０日から令和８

年７月９日）に事業所として実施した本市内の公共施設等へ

のボランティア活動（ただし、競技大会や賞品があるものは

除く）について記入すること。 

② 活動場所は鹿児島市内の公共施設等に限る。 

③ 対象となる活動内容例 

・道の日、橋の日、海の日等の愛護活動 

・道路、河川、水路、海岸、学校等の清掃作業（本社等の軒

先部分のみの清掃など、社会通念上ボランティア清掃と言

い難いものを除く。） 

・学校、社会福祉施設等の設備点検・補修（無償のものに限

る） 

・公園施設等の遊具点検・補修（無償のものに限る） 

・学校行事、地域のイベント活動等に係る会場設営、重機提

供等 

・通学路等の安全パトロール（複数日実施でも１回とみな

す。） 

・行方不明者の捜索活動 

・インターンシップの受入 

④  実施したものについては、新聞記事（記事の部分だけでな

く掲載紙、掲載日が確認できるもの）、主催者・管理者等か

らの証明書（任意様式で可）、写真（日付のあるもの）な

ど、活動内容及び活動場所等が確認できるものを添付するこ

と。（事業所自身で作成した証明書は不可。また、主催者、

管理者等がいる場合は、写真のみの添付は不可。） 

 

 

 

 

 

 

エ 障害者の雇用状況 様式９ ① 本公告日現在における障害者の雇用状況について記入する

こと。 

② 法定雇用義務がある場合は、①の記載内容を確認できる地

方労働局等に提出した「障害者雇用状況報告書」の写し（受

付印が押印してあるもの又は電子申請によるものは登録完了

の確認できる書類）と障害者手帳の写し及び社員であること

が確認できる標準報酬決定通知書等の写しを添付すること。 

③ 法定雇用義務がない場合で、障害者を雇用している場合

は、障害者手帳の写し及び社員であることが確認できる標準

報酬決定通知書等の写しを添付すること。 

④ 後期高齢者医療制度に該当し、社員であることが確認でき

る標準報酬決定通知書等の写しが添付できない場合は、事業

所名の記載がある直近３ヵ月分の出勤簿・給与明細等の書類

を添付すること。 

⑤ 法定雇用率は２．７％とする。 
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評 価 項 目 様 式 記 入 要 領 ・ 添 付 資 料 

③ 

地 

域 

貢 

献 

・ 

社 

会 

性 
 

オ 過去５年間におけ

る新規学卒者の雇用 

様式９ ① 本公告日現在の新規学卒者の雇用状況を記入すること。 

② 「新規学卒者」とは、学校教育法に規定する学校又は専修

学校を卒業し、令和３年４月１日から令和８年３月３１日ま

でに雇用された者（卒業から３年以内に雇用）で、本公告日

現在常用雇用している者を対象とする。 

③ 卒業証明書の写し及び社員であることが確認できる標準報

酬決定通知書等の写しを添付すること。 

 

 

 

カ 鹿児島県協力雇用

主会等への登録 

様式９ ① 本公告日現在の鹿児島県協力雇用主会又はＮＰＯ法人鹿児

島県就労支援事業者機構（二種会員）への登録状況を記入す

ること。 

② 証明書は不要。 

 

 

 

 

２．留意する事項 

(1) 技術資料は、パソコンでデータ入力し出力したもの又は容易に消去することができない筆記用具で

記載したもので提出すること。 

 

(2) 提出後の技術資料の修正は、提出期間内に限り認める。ただし、技術資料に不明な点がある場合は、

追加資料を求める場合がある。 

 

(3) 「配置予定の技術者等調書」及び技術資料に記入した配置予定技術者は、病気、退職等の極めて特

別な理由がない限り変更できない。 

 


